
６・クリップ　７・１５cmのかなざしもあると便利です
（６・７はなくても組立できます）

５・つまようじ

１・３０cmのかなざし（金属のものさし）　２・はさみ
３・小さめのカッターナイフ　４・断面の丸い鉛筆　　

（力の加減はあまりの紙で練習してください）

　① 　②

小さい部品は１５cmのかなざしがあると便利です　

簡単そうですが一部コツのいる部分がありますので最後までお読みになってから組立ててください

≪　よく読んでから組立ててください　≫

接着剤等を使用する際は、室内の換気に十分ご注意ください

接着面積が小さい部分もありますので糊では組立て出来ません
紙用の接着剤、または紙用ボンドをご用意ください

ペーパークラフトの組立て方

用意するもの

山折りの赤い点線をカッターナイフで切らないように
そっとなぞって折り目をつける

すべて山折です

青の点線はカッターで折り目をつけずに手で曲げます

各パーツを大まかにハサミで切出します
赤の点線及び赤の点線で指定している所は

重要です、必ずお読みください。

ペーパークラフトを作るためにはハサミ・カッターなどの刃物と紙用接着剤・ボンドを使用しますので

保護者の方は、安全に注意をして事故や怪我の無いよう、十分な御配慮と御指導をお願い致します。

このペーパークラフトの著作権は、東京臨海高速鉄道株式会社にありますので、無断転載、配布をしないようお願いします。

ペーパークラフトの組立てに関する問い合わせはご遠慮ください。また、組立てに関する事故や怪我等の責任は負いかねます。

ペーパークラフトデータはPDFファイルにて表示されますのでご覧になるには「adobe Acrobat Reader」が必要です。

プリントアウトにはＡ４のフォトマット紙で適度な厚みのあるものご使用ください。

りんかい線　70-000形　ペーパークラフト組立手順
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⑦と同じ手順で先頭前面上部のカーブと車体屋根のカーブが
合うように曲げくせを整えてから④と同じ手順で接着します

先頭前面の青の点線に沿ってかなざしを当て指で押さえて

（カッターで折り目はつけません）
曲げをつけたあとパーツを切出します

えんぴつを転がすようにして車体屋根に曲げくせをつけます
（両側からえんぴつで車体屋根全体に曲げくせをつけます）

車体の横面を最初に接着します
余分な紙をヘラ代わりにしてボンドを薄くのばします

接着が弱いときはヘラに接着剤を塗り、差し込んで足します

先頭前面パーツは下部だけを先に接着します

車体妻面上部のカーブに屋根のカーブが
合うように曲げくせを整えてから

④⑤と同じ手順で接着します

  ③   ④

  ⑤   ⑥

  ⑦   ⑧

  ⑨   ⑩

（冷房装置取付位置の赤の線には切込みを入れます）
切出したらすべての折り目を山折りにします

（つまようじでも代用できます）

かなざしでのりしろを裏からおさえて接着します
（ほかのパーツも同じ作り方で製作してください）

各パーツをかなざしを当ててカッターで切出します

裏からのりしろに

かなざしを当て

表から手で押さえて

接着する

車体屋根にえんぴつを

転がしながら押しつける

妻部上部のカーブ

車体屋根のカーブ

先頭前面上部のカーブ

車体屋根のカーブ⑧でつけた折り目

をのりしろに合わせる

切込みを入れる



りんかい線70-000形 完成！

押しつけて接着します
青の点線はカッターで折り目をつけずに手で曲げます

補助排障器を②⑧③の順番に同じ手順で組立てます
補助排障器取付位置に裏からのりしろをつまようじで

⑦と同じ手順で冷房側面のカーブに冷房上面のカーブが
一致するように曲げくせを整えます、中心点を合わせて

④と同じ手順で冷房側面の上側から先に接着します

  ⑭

②③④⑤と同じ手順で床下機器を組立てます
（床下機器は箱状に組立てるだけなので難しくありません）
床下機器ができたら向きに注意して車体床下面に接着します

冷房装置取付位置の赤の線の切込みに差込んで接着します
（取付の向きに注意）

  ⑮

冷房上面と冷房側面を接着します
（クリップがあれば挟んで乾かします）

冷房上面を裏側から②と同じ手順で折り目をつけます
裏側からえんぴつを転がすようにして

曲げくせをつけてから切出します

  ⑬

  ⑪   ⑫冷房上面にえんぴつを

転がしながら押しつける

１・冷房上面を冷房側面の

カーブに合わせる

２・冷房上面と冷房側面の

黒い点を合わせると

中心が合います

こちらを先に接着します

３・冷房側面の横は

後から接着します

裏からのりしろを

つまようじで押しつけて

接着します

裏からのりしろを

つまようじで押しつけて

接着します


